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募　集暮らしお知らせ

募　集

畑地化促進事業

水田を畑地化して、畑作物の本作化
に取り組む農業者に対し、生産が安
定するまでの一定期間、継続的に支
援します。
●対象者
　水田で対象作物を生産・販売する

日
にほ ん ご こ う り ゅ う

本語交流サロン
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村市国際交流協会は、市
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国人と、日本語で交流
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　2 月 17 日（土
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　23 日（土）
　午前 10 時～ 11 時 30 分
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会計年度任用職員

【一般事務（出張所長）】
●募集人数　2 人
●勤務場所　市内の出張所
●応募資格
　パソコン操作ができること等
●業務内容
　出張所長業務、窓口・電話対応
●勤務時間　7 時間 45 分× 4 日
※勤務日・時間などは相談に応じま
　す。
●月額
　176,400 円（期末手当支給、片道
　2km 以上の場合、通勤手当あり）
●任用期間
　4 月 1 日～ 7 年 3 月 31 日
●社会保険
　共済組合、厚生年金、雇用保険に
　加入
●休暇　年次有給休暇、病気休暇
●応募方法
　市指定の履歴書を総務課へ提出ま
　たは郵送してください。
※履歴書は総務課・各行政局で配布
　するほか、市ホームページからダ
　ウンロードできます。
●募集期限
　2 月 16 日（金）※必着

　（郵送の場合は当日消印有効）
●試験方法
　書類審査、面接試験
※面接日は後日連絡します。
問・申総務部 総務課(81-2111

　農業者
●対象作物
　・高収益作物：野菜、果樹、花き
　　等
　・畑作物：麦、大豆、飼料作物
　　（牧草等）、子実とうもろこし、
　　そば等
●要件
　・水田の畑地化を行うこと（地目
　　の変更を求めるものではない）。
　・畑地化に取り組むほ場の団地化
　　を形成すること。
　・５年度において、主食用米、飼
　　料用米、畑作物、高収益作物等
　　を作付していること。
　・取組開始年から５年間継続して
　　対象作物の生産・販売をするこ
　　と。
●支援内容
　高収益作物 ( 畑地化支援＝ 14 万
　円／ 10a、定着促進支援＝ 2（3
　※）万円／ 10a ×５年間または
　10（15 ※）万円／ 10a) ▽畑作物
　（畑地化支援＝ 14 万円／ 10a、
　定着促進支援＝ 2 万円 /10a ×５
　年間または 10 万円／ 10a)
※加工・業務用野菜の場合の交付単
　価。
●申請期日　2 月 14 日（水）
問市地域農業再生協議会
　（福島さくら農業協同組合たむら
　統括センター営農課内）
　(82-6171

市営住宅入居者募集

▼入居者募集中の団地

地域 団地名 部屋番号 建築年 間取 家賃 駐車場
大越 求中団地 301 号（3 階） 平成8年 3DK 16,400 円～ 58,600 円 有
船引 東部団地 4 棟 5 号（3 階） 平成5年 3DK 18,300 円～ 50,700 円 有
船引 下里団地 2 棟 2 号（1 階） 昭和53年 3DK 12,900 円～ 35,400 円 有

※家賃は所得に応じて金額が変わります。

●入居者資格
①同居、または同居しようとする親族があること　②世帯の所得が基準額を超えないこと
③現在、住宅に困窮していること　④市税を滞納していないこと　⑤暴力団員でないこと

●申込方法
２月15 日（木）～２月 29 日（木）までに建設部都市計画課または各行政局産業建設係に備え付けの申込書に必要な書
類を添えて、申し込みください。必要書類や所得基準などは、お問い合わせください。

●抽選会
同一の市営住宅に対して複数の申し込みがあった場合は抽選会を開催します。船引地域の抽選会は、市役所で３月
15 日（金）に一般公開にて開催予定です。詳細は申し込みされた方へ通知します。
船引地域以外で抽選となった場合、抽選会の日程などは各行政局から申し込みをされた方へ通知します。

※申し込み受付可能な団地もあります。詳しくは、お問い合わせください。
問・申建設部 都市計画課 (82-1114　各行政局 産業建設係

　地域の大人と船引高校生をつなぐ取り組みとして、本年度から田村市の協力を得て、
「地域人材交流ワークショップ」がスタートしました。地域で活躍する大人との交流
を通して、高校生が自分の未来を思い描くとともに、多様な生き方があることとそ
の価値に気付くことができています。また、田村市を本気で考える大人との出会い
が、船引高校生の心に灯を灯し、地域の未来を本気で考えるきっかけとなりました。
～生徒たちの声～
＜みやこじスイーツゆい＞
　田村市でできた農作物などを使ったスイーツなどの６次化商品を製造・販売し、
地域に貢献していて興味を持った。令和３年度には船引高校の家庭クラブとコラボ
し、スイーツを作っていたことにも興味を持った。さらに、震災を経て復興に取り
組む姿もよかった。
＜牧野農を生かしたまちづくりの会＞
　田村市の農業を盛り上げようと「ひまわり会」を立ち上げていたことに興味を持
った。例えば、パッションフルーツを田村市で「育てる→加工する→売る」ところ
までを自分たちだけで行っているところに感動した。また、特産品で田村市を盛り
上げるだけでなく、人と人との交流に力を入れていることも素晴らしいと思った。
＜ことほく合同会社＞
　地域づくりのために、地域住民の方々の意見を取り入れ、より良い場づくりを行っていることを知り、興味を持った。
また、空き家をリノベーションを行い、地域に根差していることもよいと感じた。
※他にも、多数の地域人材の方々にご協力をいただき、生徒との交流ワークショップを開催しました。お忙しい中、ご　
　協力いただきました企業の皆さん、ありがとうございました。
～全体を通して生徒の感想～
　・地域を盛り上げていきたいと思った。そのために高校卒業後、地元で仕事がしたい。
　・将来就きたい職業やボランティア活動を通して、さまざまな年代の人たちが暮らしやすい街をつくりたい。
　・進学や就職をしたときに「田村市の特産物や観光地はここだよ」など教えられるようにしたい。口コミなどを通　　
　　して、田村市のことを伝え、地域に貢献したいと思う。
　・将来は、地域の方々が笑顔で生活し、幸せと思えるような事をしたい。
　・田村市に貢献したいという思いが伝わり、自分もできることをできる範囲で行っていきたい。
　今後も、田村市と連携し、地域と学校がより密接につながりながら、高校生が地域の課題を捉え、解決策を考え、
行動していく取り組みを推進し頑張りますので、さまざまな活動を行っている際には、ぜひお声がけください。地域
の方々との交流を楽しみにしています。
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福島県立船引高等学校　Tel…0247-82-1511　Fax…0247-82-5233
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～がんばる船高生～AA !!TTENTIONTTENTION 第 73回 地域人材交流ワークショップ

　本年度もたむら支援学校高等部の生徒と船引
高校の 3 年生との交流会を行いました。交流会
では、たむら支援学校と船引高校の生徒による
合同チームを作り、日頃よりも深い関わりを持
てました。交流会の競技は、「ドッヂビー」や「玉
入れ」、「魔法のじゅうたん」を行い、全体を通
して、明るく元気な声や笑顔が見られ、温かな
雰囲気の中で交流を深めました。
※たむら支援学校が船引高校に併設されてから 7 年が経過します。お互いの学校の特徴やそれぞれの個性が触れ合
　う機会が、これからの時代を生き抜く子どもたちにとって大きな経験となります。今後も、多様な関わりを持ち、　
　両校がよりよい学校になっていくよう連携を図ります。

◆たむら支援学校高等部との交流会

ことほく合同会社　

みやこじスイーツゆい

HP note

種目「玉入れ」種目「ドッヂビー」


